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 東北地方太平洋沖地震の発生から 10年が経過しました。被災地では、防潮堤と高台移転に代表さ

れる津波浸水リスクの回避措置が取られ、人びとの生活や地域構造には大きな変化がもたらされて

います。大規模災害からの復興においては、被災により損なわれた暮らしの再生と、災害の素因で

ある脆弱性や暴露量の低減の方法をめぐってしばしば対立が起き、その対立を融和するための方法

が模索されます。この対立と融和のプロセスは、復興のあゆみのなかでリアルタイムに進行し、す

なわち、安全確保の方針や方法の多くは発災後に判断され、ゆだねられてきたと言えます。融和は

不完全なまま、対立は持続し、時に拡大してきました。集落の分解、コミュニティ機能の破綻、被

災者の孤立などは、その結果と言えるのではないかと思われます。 

 被災者の日常の再生と被災地の持続可能性を確保するためには、平時から安全確保のあり方を検

討する必要があります。本特集では、東日本大震災の 10年をふりかえり、生活再建と安全確保をめ

ぐる対立と融和の実態を確認し、今後いかに両立を図っていくべきかを多面的な視点で議論いただ

きました。ご寄稿くださった執筆者の皆様に心よりお礼申し上げます。 
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